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MH2010に参加して
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h飴ロmtionalSymJX盟国nonMe匂l-Hy，也湾問匂TS飴lIlS，

2010 (通称、:l¥1I包010)が、 2010年7月19日から23日にか

けて、ロシア、モスクワ大学(図1)で開催された。班 f

は、金属-水素系の基礎に関する国際会議と、水素吸蔵

合金の国際会議が19鎚年に統合された金属-水素系の基

礎から応用までを包含する国際会議であり、2年毎に開催

されている。u削 年代後半からは、水素貯蔵討オ料として

炭素系材料あるいは無機系材料が注目され始めたため、

金属にとどまらず、広く水素が関与する材料科学の国際

会議として定着している。

図1.モスクワ大学正面写真

今夏、 130年ぶりと言う猛暑に見舞われたロシアでは、

例年夏の最高気温が250C程度と言われる中で、連日お℃

以上の最高気温を記録し、当然ながら冷房施設が設置さ

れていないモスクワ大学講義室(図2)は、文字通り熱気

に包まれるシンポジウム開催となった。今回のMH2010

では、 35カ国から2鉛名の参加者があり、日本からの参

加者が最多で5銘、 これに、ロシア、フランス、ドイツ、

イタリアと続いた。VISA取得の問題でアメリカやイギリ

スからの参加者が極端に少ない印象が残ったが、107件の

口頭発表と179件のポスター発表があり、活発な議論がな

された。

図2. 大講義室展望写真

図3. モスクワ大学中央図書館写真

オープニングとプレナリーセッションは、中央図書館

(図3) 内のホールで、執り行われ、2件のプレナリートー

クからスター トした。 トヨタ自動車の広瀬雄彦氏から、

将来の水素燃料電池自動車に求められる水素貯蔵材料の

性能に関して発表があった。また、カールスルーエ技術

研究所の地 m温anFichtner氏より、水素貯蔵材料とリ

チウムイオン二次電池の電極材料のアナロジーが示され、

これらの知見を融合して、新たな材料開発に生かすべき
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との方向性が示された。さらに、旅程の都合で初日のプ

ログラム通りの発表がかなわなかった残り一件は、後日

に日程変更され、PlenaryTalkとしてブルックヘブン国立

研究所のJasonGrae也氏から、 10m鎚 s%程度の水素貯蔵

容量を有する水素化アルミニウム仏国タに関する発表が

行われた。

シンポジウムは、これまでと同様に3つのパラレルセッ

ションで構成され、 5日間の日程で開催された。 107件の

口頭発表のうち、 10件のキーノート講演、および12件の

招待講演があり、これらを通して金属材料から無樹オ料

にわたる水素の関与する最近の研究成果が報告された。

特に、今回のシンポジウムでは、これまでフk素貯}樹オ料

として注目されてきた物質を、新たに二次電池の謝亙材

料や固体電解質材料としてとらえた研究が多く報告され

た点は、特筆に値する[1"'5]。また、上述したとおり、米

国・中国・英国からの参加者が際立って少なかったこと

を受け、これらの国から論文として活発に研究報告がな

されているアンモニアボラン例HiBfu)の報告が少なか

った点は、ロシアで開催した弊害と言うべきかもしれな

い。一方、近年の研究トレンドが金属系材料から無機系

材料へとシフトしつつある中で、多くの水素吸蔵合金に

関連する研究発表がなされたことも、今回のシンポジウ

ムの糊教で、あったと思われる。ポスターセッションにつ

いては、初日から3日目まで、口頭発表のセッションが終

了した17時頃から数時間行われた。講義棟内廊下の一角

で、毎夕鈎件余りのポスターが展示され、それぞれのポ

スター前で様々な議論がなされていた。

また、近年の開催で、は盛大化傾向にあった乱任Eα焔や

五征12∞8と比較すると、今回のシンポジウムでは参加費

もセーブされ、手作り感のある国際会議で、あったと思わ

れる。 4日目の午後には、シンポジウム主催のエクスカー

ジョンツアーがあり、炎天下の中のモスクワ)11リパーク

ノレーズを参加者全員で、楽しんだ。その後、夕方にはモス

クワ市内中心部のレストランで、盛大にパンケットが行わ

れた。その中でも、次回乱任12012の開催地として京都が

選ばれた旨が報告された際には、 1982年と1994年に日本

で開催されて以来、実に18年ぶりの日本開催と言う事情

もあり、最多数の参加者となった日本人が取り巻く宴と

して、最大の盛り上がりの場面で、あった。

h征fは将来の水素エネルギー社会を支える水素貯蔵材

料の開発を中心とした応用的研究発表の場のみならず、

水素と材料の物性としづ基礎的研究をもターゲ、ツトとし
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て開催されている国際会議である。次回、 h征也012開催

に向けて、ホスト国である日本の研究者が世界の研究者

を牽引できるよう、オールジャパン体制で研究開発に遁

進すべきであると強く願っている。
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